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1. 2021年12月期第2四半期の連結業績（2021年1月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期第2四半期 14,360 9.3 98 470.7 112 353.0 44 ―

2020年12月期第2四半期 13,133 3.5 17 △45.0 24 △29.3 2 △94.4

（注）包括利益 2021年12月期第2四半期　　332百万円 （―％） 2020年12月期第2四半期　　△148百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年12月期第2四半期 8.25 8.09

2020年12月期第2四半期 0.53 0.52

（注）１.2021年12月期第2四半期の親会社株主に帰属する四半期純利益の対前年同四半期増減率は1000％を超えるため「―」と記載しております。

　　　２.当社は、2020年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該分割が行われたと仮定して

　　　　「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後1株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年12月期第2四半期 20,608 3,612 16.6 637.41

2020年12月期 19,658 3,294 15.9 583.76

（参考）自己資本 2021年12月期第2四半期 3,426百万円 2020年12月期 3,131百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年12月期 ― 10.00 ― 5.00 ―

2021年12月期 ― 5.00

2021年12月期（予想） ― 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、2020年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2020年12月期の１株当たり期末配当金については、当該株式分
割後の金額であり、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式分割後の基準で換算した2020年12月期の１株当たり年間配当金合計は10円となりま
す。

3. 2021年12月期の連結業績予想（2021年 1月 1日～2021年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
27,000

～29,000
―

200

～380
―

160

～300
―

50

～100
―

9.42

～18.85

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）2021年12月期の連結業績予想については、新型コロナウイルス感染症の影響が不透明のため、レンジ形式により開示しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年12月期2Q 5,478,200 株 2020年12月期 5,468,400 株

② 期末自己株式数 2021年12月期2Q 103,282 株 2020年12月期 103,282 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期2Q 5,371,273 株 2020年12月期2Q 5,247,663 株

（注）当社は、2020年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行

われたと仮定して期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、依然として厳しい状況にあるものの海外経済の回復を背景に輸

出や設備投資が堅調に推移し景気は持ち直しの動きが続きました。米国においては、新型コロナワクチン接種の進展に

伴い経済活動の再開が進み景気は順調に回復しました。中国では、新型コロナウィルス新規感染者数が減少したことに

より個人消費が拡大し景気回復が持続しました。このような経営環境下、当第２四半期連結会計年度の経営成績は次の

通りとなりました。

日本では、産業機器用は、電子部品に対する世界的な需要増加を受け、半導体製造装置関連売上が伸長し増収となり

ました。医療機器用は、大型精密検査機器向け受注が増加し大幅な増収となりました。オフィス・ビジネス機器用売上

は概ね横ばいでした。遊技機器用は、市場縮小および新機種入替えまでの狭間等による影響もあり減収となりました。

社会生活機器用は、個人消費の回復が遅れていること、また受注先における内製化の動き等により減収となりました。

車載機器用は、九州工場において量産がスタートしたこと等により増収となりました。業務請負・人材派遣子会社なら

びにオフィス・ビジネス機器販売子会社の売上は、景気が持ち直していること等を背景に堅調に推移しました。基板製

造子会社は、親会社と連携した営業活動により売上は計画を上回りました。また昨年５月に連結子会社となった加工事

業子会社は、次世代自動車向け部品売上が引き続き堅調であったこと等により増収となりました。この結果、日本の売

上高は、6,284百万円(前年同期比20.1%増)となりました。

アジアでは、オフィス・ビジネス機器用は、市場縮小および競争激化で複合機・コピー機等の需要が低迷しているこ

と、またセットメーカーにおける中国華南地区から他のアジア諸国への生産移管の動き等により、香港・深圳子会社は

減収となりました。中国・無錫子会社においては、新型コロナウィルス感染症拡大の影響により生産停止を余儀なくさ

れた前年の反動、および日系メーカー向けの車載機器用受注が増加したこと等により増収となりました。一方、タイ子

会社においては、半導体を中心とした電子部品の逼迫により主力製品の生産が制限され減収となりました。この結果、

アジアの売上高は、8,060百万円（前年同期比2.1%増)となりました。

以上の結果、当第2四半期連結累計期間における連結売上高は、14,360百万円（前年同期比9.3%増）となりました。

損益面では、日本では基板製造子会社が売上増加および製造工程の見直し等により、前年同期の営業損失から転じて

営業利益を確保したほか、次世代自動車などの高付加価値開発部品の受注が好調であった加工事業子会社を始め、業務

請負・人材派遣子会社ならびにオフィス・ビジネス販売子会社共に昨年を上回る利益を上げ国内部門は増益となりまし

た。一方アジアでは、無錫子会社が増益となりましたが、香港・深圳子会社ならびにタイ子会社では売上減少分を生産

効率改善等でカバーするに至らず減益となりました。以上より連結営業利益は98百万円（前年同期比470.7%増)となり

ました。

営業外損益は、海外子会社における為替差益、中国および日本における政府からの助成金等が増益要因となり、連結

経常利益は112百万円（前年同期比353.0%増）となりました。

上記に加えて、固定資産売却益、固定資産除却損、法人税等及び非支配株主に帰属する四半期純利益等を加減した結

果、親会社株主に帰属する四半期純利益は44百万円（前年同期は2,761千円の親会社株主に帰属する四半期純利益）と

なりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は20,608百万円（前連結会計年度末比949百万円増）となりました。

流動資産は、受取手形及び売掛金が減少した一方、 現金及び預金、電子記録債権、原材料及び貯蔵品等が増加した

ことにより15,145百万円(前連結会計年度末比835百万円増）となりました。

固定資産は、倉庫建設に伴う建設仮勘定が増加したこと等により5,463百万円（前連結会計年度末比113百万円増）と

なりました。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は16,996百万円（前連結会計年度末比632百万円増）となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金、電子記録債務が増加した一方、短期借入金及び１年内返済予定の長期借入金が減

少したこと等により10,467百万円（前連結会計年度末比118百万円増）となりました。

固定負債は、長期借入金が増加したこと等により6,528百万円（前連結会計年度末比513百万円増）となりました。

純資産合計は、利益剰余金、為替換算調整勘定、非支配株主持分が増加したこと等により3,612百万円（前連結会計

年度末比317百万円増）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年12月期の業績予想につきましては、2021年２月12日に公表いたしました「2020年12月決算短信(連結)」の業績

予想から変更ありません。2021年12月期の連結業績予想については、半導体製造装置等をはじめとして受注は堅調に推

移しているものの、新型コロナウイルス感染症が日本・タイにおいて再拡大していること、また一部電子部品の供給逼

迫が今後の生産に与える影響等が不透明の為、現在開示しているレンジ形式での開示を据え置くものといたします。

なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,679,385 1,826,653

受取手形及び売掛金 5,422,880 5,058,347

電子記録債権 2,107,707 2,200,617

商品及び製品 574,690 533,569

仕掛品 400,089 480,816

原材料及び貯蔵品 3,892,066 4,783,574

その他 292,218 320,413

貸倒引当金 △59,553 △58,601

流動資産合計 14,309,485 15,145,390

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,680,972 4,783,504

減価償却累計額 △3,323,671 △3,464,313

建物及び構築物（純額） 1,357,301 1,319,190

機械装置及び運搬具 4,844,067 4,987,794

減価償却累計額 △2,976,216 △3,134,881

機械装置及び運搬具（純額） 1,867,850 1,852,913

土地 584,885 584,885

建設仮勘定 550 125,000

その他 759,646 778,015

減価償却累計額 △558,315 △586,102

その他（純額） 201,331 191,913

有形固定資産合計 4,011,918 4,073,902

無形固定資産 132,953 139,853

投資その他の資産

投資有価証券 597,888 640,094

保険積立金 306,476 311,198

繰延税金資産 68,223 72,390

その他 231,851 225,598

投資その他の資産合計 1,204,440 1,249,281

固定資産合計 5,349,313 5,463,038

資産合計 19,658,799 20,608,428

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

株式会社大日光・エンジニアリング（6635）2021年12月期第２四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,655,949 4,410,955

電子記録債務 1,101,564 1,290,924

短期借入金 2,390,416 2,120,068

1年内返済予定の長期借入金 1,855,425 1,400,431

リース債務 154,871 117,011

未払法人税等 86,728 63,264

その他 1,103,676 1,064,838

流動負債合計 10,348,632 10,467,494

固定負債

長期借入金 5,696,923 6,237,616

リース債務 188,901 150,889

繰延税金負債 2,668 2,315

退職給付に係る負債 119,202 129,577

その他 7,664 8,498

固定負債合計 6,015,361 6,528,896

負債合計 16,363,994 16,996,391

純資産の部

株主資本

資本金 873,690 876,182

資本剰余金 611,350 613,842

利益剰余金 1,067,691 1,085,201

自己株式 △38,518 △38,518

株主資本合計 2,514,214 2,536,707

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △78,746 △14,509

繰延ヘッジ損益 8,167 10,486

為替換算調整勘定 688,293 893,358

その他の包括利益累計額合計 617,714 889,335

新株予約権 20,033 24,502

非支配株主持分 142,842 161,492

純資産合計 3,294,805 3,612,037

負債純資産合計 19,658,799 20,608,428
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 13,133,899 14,360,559

売上原価 11,953,340 12,977,623

売上総利益 1,180,559 1,382,936

販売費及び一般管理費 1,163,335 1,284,628

営業利益 17,224 98,308

営業外収益

受取利息 2,691 1,137

受取配当金 7,647 4,751

消耗品等売却益 16,873 38,793

助成金収入 41,349 13,575

補助金収入 － 18,266

受取補償金 1,191 332

為替差益 － 14,221

保険返戻金 9,751 －

その他 40,295 34,857

営業外収益合計 119,800 125,935

営業外費用

支払利息 64,854 54,382

為替差損 34,241 －

持分法による投資損失 11,831 38,383

固定資産圧縮損 － 15,017

その他 1,166 3,518

営業外費用合計 112,093 111,302

経常利益 24,931 112,941

特別利益

固定資産売却益 3,983 649

投資有価証券売却益 1,660 －

負ののれん発生益 1,910 －

特別利益合計 7,554 649

特別損失

固定資産売却損 189 109

固定資産除却損 － 6,241

特別損失合計 189 6,350

税金等調整前四半期純利益 32,297 107,241

法人税等 21,398 46,526

四半期純利益 10,898 60,714

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,137 16,379

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,761 44,335

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日

　至　2021年６月30日)

四半期純利益 10,898 60,714

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △66,186 64,236

繰延ヘッジ損益 △9,946 2,319

為替換算調整勘定 △82,262 202,766

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,063 2,299

その他の包括利益合計 △159,458 271,621

四半期包括利益 △148,559 332,336

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △156,697 313,686

非支配株主に係る四半期包括利益 8,137 18,650

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響に関す

る会計上の見積りの仮定について、重要な変更はありません。
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